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本日のお話し

1. ヒトの体温調節と熱中症の病態

2. 世代別の熱中症

3. イベントにおける熱中症

4. 応急処置で知る熱中症の重症度

5. 熱中症の応急処置FIRE

6. 熱中症の予防HEAT



①外環境

②血液量

③心機能

④筋肉運動

⇒日射が強い
湿度が高い
気温が高い
風がない

⇒大量の発汗
水分補給なし(利尿薬)
下痢、嘔吐、発熱
食事抜き

⇒心不全･心筋梗塞
降圧薬

⇒休憩･水分補給なし
激しい運動



何がヒトを温めるのか？

あさイチ：放熱、気化効率が良い、路面は熱くない

ヒトの体温を上げるもと
 直射日光  40％
 路面の輻射熱 30%
 気温から   20%
 反射   10％

昼過ぎになると



熱中症とはどんな病気なのか？

熱中症とは①細胞機能の低下 ②血液濃縮＆減少による血流障害

体温が上がると・・・高体温による体への影響
 体内のミトコンドリアの活動が低下

⇒ エネルギー(ATP)産生が減少
【特に熱に弱い臓器】脳・肝臓・腎臓・血液凝固系

 発汗や呼気、皮膚、尿から水、Naを大量に喪失
最大15ℓの発汗、1ℓあたり2~3gのNaCl（食塩）含有



熱中症死亡者数
（1972～2020）
 2018年以降、2021年（東京オ
リンピック開催）を除き死亡者数が
1,200人を超えている。

 1年ではなく夏季 数カ月の合計

 それが災害といわれる所以で、毎
年これが繰り返され、悪化の一歩
をたどっている



参考：環境省 熱中症環境保健マニュアル2022より
P9：救急車搬送数（率）は北海道の場合他の地域に比べ低い気温から増加する
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熱中症弱者
子どもの特性

2023/7/23



小児と大人の暑熱環境での体温上昇

気温（室温） 湿度

輻射熱







筋肉運動時には、高い気温だけでなく、高い湿度だけで
も熱中症を発症する
高齢者の日常生活中には、気温が低ければ湿度が高くて
も発症する可能性は少ない



熱中症の重症度分類[日本救急医学会2015]
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労作性熱中症 非労作性（古典的）熱中症

年齢 若年～中年 高齢者

性差 圧倒的に男性 男女差なし

発生場所 屋外、炎天下 屋内（熱波で急増）

発症までの時
間

数時間以内で急激発症 数日以上かかって徐々に悪
化

筋肉運動 あり なし

基礎疾患 なし（健康） あり（心疾患、糖尿病、脳
卒中後遺症、精神疾患、認
知症など）

予後 良好 不良

労作性熱中症と非労作性（古典的）熱中症の比較

２つの熱中症



イベント開催時の注意点
[主催者側の視点]
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応急処置を知る!!



Hearth Care
• 三度の食事

• 毎日の体温・血圧・心拍数・体重の測定

Environment
• 涼しい生活環境

• 周囲の人達と交流できる毎日

Alert
• 熱中症警戒アラートに注意

• 天気予報やニュースを毎日チェック

Treatment
•高血圧、心不全、糖尿病、腎臓病など持病の管理

•掛かりつけの先生の話を聞いて持病をシッカリ治療

予 

防
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